

























り私の記録が正しければ、2019 年度には vol. 26 が発刊されることになると思います。
　教育・研究・社会貢献という今大学の教員に求められている責務を見事に遂行される傍ら、
学部ならびに大学の発展にも全力を注がれ、経済学部長、大学付属産業経営研究所長、熊本学
園評議員、熊本学園理事などの役職を歴任し、大学の重要な変革と発展に寄与されておりまし
た。
　私事になりますが、何回か判断や決断に困ったときに山内先生の研究室を訪ねたことがあり
ます。読みかけの本や論文、各種資料のあふれたまるでカオスのような私の研究室とは違っ
て、きれいに整理整頓された書類や研究資料と、10 数年前のことであってもすぐにファイルを
取り出し的確なアドバイスをする様子は、普段でも感じる先生の真面目な丁寧さそのものでし
た。山内先生の経済学部長は 16 年も前のことですが、山内先生の記録、ファイリングは大事
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に残っており、今もなお有用に使われております。
　冒頭で触れました山内先生の卒業論集の始めの部分にはゼミ活動を通しての出来事や感想な
どが書かれた「贈ることば」があります。そこには毎年、経済学部創設期の農業政策専門家で
本学教授、歌人でもあった太田遼一先生の以下の歌をもって卒論の指導を終え、ゼミ生を社会
に送る気持ちを表しております。山内先生のこれまでの教育と研究へのご尽力に感謝するとと
もに、今後はなにとぞ健康に十分留意されて、これまで以上にご活躍されることを祈念いたし
まして、退職記念号に寄せる言葉といたします。
“大阿蘇の　けむりはるかなる演習室に
現代の危機を論じあひたり”
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